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研究成果の概要（和文）：本研究計画（以下、本研究と記す）は東南アジアと中東に跨るイスラームを媒介とし
た人的、社会・文化的ネットワーク（以下、イスラーム・ネットワークと記す）の20世紀後半以降における形成
の過程と現在の動向、及びその展開が各地の文化や社会に及ぼす影響などについて、学際的・複眼的な視点から
総合的に解明することを目的として、研究期間中に共同研究を実施してきた。この研究の結果として各国におけ
るイスラーム復興やイスラーム主義の動向が政治や経済に及ぼす影響などについて実地調査に基づく研究を実施
した。

研究成果の概要（英文）：This study project has conducted a joint collaborative research on 
transnational Islamic network across Middle East and Southeast Asia. Especially, we have conducted 
field research on various impact of transnational Islamic resurgence on public sphere (such as 
politics, economy etc.) in Southeast Asian countries. More concretely, Ikuya Tokoro has done an 
intensive field research on impact of Islamic resurgence on so called “Moro” or the Muslim 
minority community in the Philippines. Hisao Tomizawa and Yauhiro Hukushima have conducted on impact
 of Islam on economic/ business sphere, including halal industry in Malaysia and other countries. 
Momo Shioya and Ryouko Nishii have done field research on Dawwa or Islamic resurgence movement and 
its impact in Indonesia and Thailand.

研究分野：人類学、東南アジア地域研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
イスラームは近年、中東はもとより東南ア
ジアにおいても無視できない社会的・政治
的影響力を有している。しかしながら中東
と東南アジアに跨るイスラームを媒介とす
るネットワークの社会的影響に関しては、
幾つかの例外を除けば、相対的にまだまだ
蓄積が乏しかった。申請中の本研究ではこ
うした研究動向や社会状況に留意し、狭義
の東南アジア研究者に加えて中東アラブ世
界やイスラーム思想史の専門家なども加え
ることで、従来の研究にはない複眼的な視
点から東南アジアと中東を結ぶイスラー
ム・ネットワークの現代的動態を実証的に
解明していくことを目指して本研究を実施
した。 
 

２．研究の目的 
本研究計画（以下、本研究と記す）は東南ア
ジアと中東に跨るイスラームを媒介とした人的、
社会・文化的ネットワーク（以下、イスラーム・
ネットワークと記す）の 20 世紀後半以降にお
ける形成の過程と現在の動向、及びその展開
が各地の文化や社会に及ぼす影響などにつ
いて、学際的・複眼的な視点から総合的に解
明することを目的として、研究期間中に共同
研究を実施してきた。この研究の結果として各
国におけるイスラーム復興やイスラーム主義
の動向が政治や経済に及ぼす影響などにつ
いて実地調査に基づく研究を実施した。 

 

３．研究の方法 
東南アジア各地でのフィールド調査実施を
主な活動内容とし、また東京外国語大学で
実施されたワークショップ（研究会）等の
機会を利用して調査研究による知見などを
共有した。具体的にはインドネシア、マレ
ーシア、フィリピン、シンガポール等にお
いて東南アジアと中東に跨るイスラーム・
ネットワークに関する実地調査を行った。
その際には現地の研究機関に属する東南ア
ジア研究者と中東研究者のアドバイスやコ
メント等も適宜もらいながら、ネットワー
クの実像をより立体的、総合的に解明する
ことを目指して研究を展開してきた。 
 
４．研究成果 
東南アジアと中東に跨るイスラーム・ネットワ
ークの 20 世紀後半以降における形成の過程
と現在の動向、及びその展開が各地の文化
や社会に及ぼす影響などについて、学際的・
複眼的な研究知見を得ることができた。その
詳細は下記の発表論文や口頭による報告な
どで発表してきたことに加えて、現在、本科研
のメンバーらを中心とする執筆者による英文
成果論集の出版のための準備作業を準備中
であり、できれば平成 29年度中、遅くとも平成
30 年度末までに出版・刊行することを目指し
て必要な編集作業等を実施している。 
 

５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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